
会員数8000人を超え、都道府県薬剤師会と

して全国最大規模を誇る大阪府薬剤師会（会

長中西景光氏）は、薬剤師の社会的地位の向

上や活動を支援する職能団体だ。会員は、大

阪府内の薬局、病院診療所、行政機関、メー

カー、卸など様々な分野で活躍する薬剤師で

構成されている。

◇　　　　◇

主な事業内容は、①国民の健康維持増進に

寄与②かかりつけ薬局の育成・支援③大阪

府、大阪市各医療審議会などの公的審議機関

等への協力④お薬相談窓口の開設⑤医薬品情

報（副作用等）収集・提供⑥学校薬剤師活動

の推進⑦医薬品備蓄センターの設置⑧試験検

査センターの設置――などである。

大阪府薬剤師会館（大阪市中央区和泉町１

丁目３番８号）内には、これら業務を支援す

るために事務局をはじめ、医薬品備蓄センタ

ー、試験検査センター、会営薬局など様々な

部門が設置されている。その中で、飯塚恭弘

氏（35歳）が所属しているのは「薬事情報セ

ンター」だ。同センターは、その名の通り薬

事情報の収集・提供を業務とする。一口に薬

事情報といってもその範囲は広い。添付文書

やインタビューフォームに代表される医薬品

情報から書籍・雑誌・新聞に至

るまで多岐に渡っており、収集

した情報を薬剤師会会員に提供

している。

また、大阪府薬剤師会では、

大阪府から「医薬品情報（副作

用等）収集・提供事業」を委託

されている。その一環として

「府民のためのおくすり相談窓

口」を設置しており、この業務

も薬事情報センターが担当して

いる。相談窓口では、一般の

人々から薬に関する質問（副作

用、薬ののみ合わせ、服用方法

など）について電話相談を受け

る。そのほか、毎月１回会員に

配布する「大阪府薬雑誌」の編

集も行っている。

これらの業務は、「薬事情報

センター」のスタッフ全員（薬

剤師５人）で取り組んでいるが、

飯塚氏が主に担当しているの

は、ＯＫＩＳＳ（大阪府薬剤師

会かかりつけ薬局情報支援シス

テム）への情報提供、大阪府薬

剤師会ホームページの管理など

である。

ＯＫＩＳＳとは、会員への迅速な情報伝達、

最新の医薬品情報の入手、会員相互の医薬品

分譲に活用されている情報ネットワークシス

テム。飯塚氏は、「近年、様々な情報がイン

ターネットから入手可能ですが、そのために

は日々、いろいろなサイトを閲覧して情報を

収集する必要があります」と指摘する。さら

に、「ＯＫＩＳＳでは、種々の情報を一画面

に集約し、薬剤師のためのポータルサイト

（入り口）を実現しました。今後もＩＴツー

ルを充実させていきたいと考えています」と

抱負を語る。

一方、大阪府薬剤師会ホームページは、主

に一般向けに情報を配信している。「薬剤師

会会員向けページを除いて、どなたでもご覧

になれますから、薬学生の皆さんもぜひアク

セスしてください」と強調する。

飯塚氏は、徳島大学薬学部を1993（平成５）

年に卒業、95（平成７）年に同大学薬学修士

課程を修了。製薬企業、病院勤務を経て大阪

府薬に勤務した。

「もともとパソコンに興味を持っていたの

で、病院勤務時代にも薬物血中濃度の解析で

コンピュータ知識を会得しました。パソコン

に精通する薬剤師として、薬事情報センター

の業務に貢献したいと思います」と話す。さ

らに「日薬学術大会で日ごろの成果を発表す

る機会を与えられており、仕事にやりがいを

感じています」と目を輝かせた。
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